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パス株式会社との系統用蓄電池事業における業務提携に関するお知らせ 

 

  

 当社は 2025 年７月 28 日の取締役会において、パス株式会社（以下「パス社」といいます。）との間で

系統用蓄電池事業において業務提携契約を締結することを決議いたしましたのでお知らせいたします。

本提携により、両社の有する知見等を融合し、変動する国内電力需給の安定化と再生可能エネルギー導

入拡大へ貢献すべく、合計出力 100MW（蓄電池容量 200MWh程度）を目指して、日本全国で高圧蓄電所お

よび特別高圧蓄電所の開発を共同で推進してまいります。 

 

記 

 

1．本提携の目的 

 当社は 2025 年２月 14 日に公表いたしましたとおり、再生可能エネルギー事業の事業領域の拡大を図

るため新たな事業として系統用蓄電池事業に参入いたしました。 現在、当社グループは 2024年５月に

再生可能エネルギー事業へ参入することを決議し、翌月６月より太陽光発電事業でのコンサルティング

事業を開始しております。 現在まで当社及び子会社のファンタスティックフォー第１号合同会社にて、

2024 年６月 27日付開示の「（開示事項の経過）太陽光発電事業の売買契約についてのお知らせ」以降、

本日時点において、発電量ＤＣ約 19ＭＷ（物件数にして 96 物件）の Non-FIT 低圧及び高圧太陽光発電

設備の土地利用権を取得し、発電所を売却することを目的とした太陽光発電所事業を推進しております。

また、系統用蓄電池事業においては、2025 年２月 14日付開示の「当社連結子会社における新たな事業

の開始に関するお知らせ」のとおり、現在までに系統用蓄電所１物件の権利と系統用蓄電所１物件の接

続権を取得しております。太陽光発電事業及び系統用蓄電池事業は、当社グループにおける新たな事業

の柱となり得る今後の重要な成長ドライバーとして位置付けており、今後更なる事業拡大及び収益力強

化を図るため、太陽光発電事業及び系統用蓄電池事業における開発・運営・販売等のため成長投資を積

極的に推進しております。 

 この度、提携先であるパス社は、新型バイオマス発電（従来型に比べ 10 分の１程度の燃料で発電可能）

の開発過程において循環資源ホールディングス株式会社とのパートナーシップ関係に基づき、再生可能

エネルギー関連事業における知見とビジネス・ネットワークを活かした事業推進を行っており、現在具

体的な取得に向けて系統用蓄電地の設置に適した用地の情報収集、各物件のデューデリジェンス（調査・

評価）、系統接続の申し込み等の作業を進めてられています。並びに大株主を含めた再生可能エネルギー

関連事業における知見とビジネス・ネットワークを有されています。当社はファイナンス面を中心とし

た系統用蓄電所に関するコンサルティングと連結子会社で推進している系統用蓄電池事業に関する知見

を以って、より迅速かつ効率的に系統用蓄電池事業を展開することで、国内の電力安定供給と再生可能



エネルギーの普及に一層貢献することを目的として業務提携を行うことといたしました。 

 

２．業務提携の内容 

本業務提携に基づき、両社は以下の分野で協力してまいります。 

・系統用蓄電池プロジェクトの開発・推進 

系統用蓄電池サイトの選定、企画、開発、系統接続権の取得、資金調達、建設、運用までの一連

のプロセスにおいて、両社のノウハウを共有し、共同でプロジェクトを推進します。 

・技術・知見の共有 

系統用蓄電池システムに関する最新技術情報、市場動向、運用ノウハウなどを共有し、事業の高

度化を図ります。 

・共同での事業機会の創出 

新たな事業モデルの検討や、共同での顧客開拓など、事業規模の拡大に向けた取り組みを推進し

ます。 

当社は、2025年７月 23 日に公表いたしました「（開示事項の経過）循環資源ホールディングスとの業

務提携に関するお知らせ」において、AI を含めた Web3.0 を活用することで、土地取得に関する精緻な

見積もりの設計や効率的かつ計画的な運営を目的として、循環資源ホールディングス株式会社と、系統

用蓄電所の開発・運営、システムの開発と運用を行うため、業務提携を行い現在 2025年９月の稼働に向

けて再生可能エネルギー事業における発電所や蓄電所の設置に伴い発生する電力会社への負担金（接続

費用や制度に基づく費用など）を事前に予測することで、事業者が予算計画やリスク管理を正確に行う

ことを目的としたシステムの開発を進めております。パス社との系統用蓄電池プロジェクトにおいて、

双方にてこのシステムを活用してまいります。AI を含めた Web3.0 を活用することで、過去データ・地

理情報・電力会社の基準等から、動的なシミュレーションが可能となり、発電所計画時点で予測される

負担額を把握でき、適切な投資判断が可能となるため、迅速かつ効率的な事業展開に非常に意義のある

ものと認識しております。 

一方パス社においても同様、循環資源ホールディングス株式会社との業務提携を行い、化石燃料の使

用を最小限に抑えながら、約 1,870度以上の高温を短時間で実現する技術を活用したバイオマス発電事

業を推進していることに加え、大株主である株式会社ユニ・ロットは再生可能エネルギーにおいて合計

発電容量 90万 kW程度の豊富な開発実績と専門知識を有されており、株式会社ユニ・ロットを含めた再

生可能エネルギー関連事業における知見とビジネス・ネットワークを有されております。本業務提携の

スキームにおいては、現時点で未確定ではございますが、今後双方のネットワークおよび負担金予測シ

ステムを活用し、市場優位性の高い物件を選定、精査し、合弁会社の設立や共同での購入等、様々なケ

ースを想定して協議をしてまいります。 

本提携により、パス社の持つ系統運用に関する知見と技術力と当社グループのファイナンス・スキー

ム構築力、さらに当社が循環資源ホールディングス株式会社と共同で開発するシステム機能が融合する

ことで、迅速かつ大規模な事業展開、高収益性と安定性を追求してまいります。また、国内の電力安定

供給と再生可能エネルギーの普及に一層貢献することを目指してまいります。 

 

３．業務提携先の概要 

（１）名称 パス株式会社 

（２）所在地 東京都渋谷区神宮前六丁目17番11号 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役CEO 松尾 孝之 

（４）事業内容 コスメ事業・ビューティー＆ウエルネス事業、再生医療関連事業、

サステナブル事業、 

AI・テクノロジー事業、マーケット・エクスパンション事業、イ

ンベストメント事業 



（５）資本金 1,851百万円 

（６）設立年月日 1990年５月 

（７）大株主及び持株比率 株式会社サスティナ（38.5％） 

株式会社サンテック（5.9％） 

株式会社ユニ・ロット（4.1％） 

（８）上場会社と当該会社との間

の関係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 

関連当事者への該当状況 該当事項はありません。 

（９）最近３年間の経営成績及び財政状態       （単位：百万円。特記しているものを除く） 

決算期 2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期 

純資産 1,099 1,200 2,474 

総資産 1,450 1,677 3,252 

１株当たり純資産（円） 20.91 21.20 33.47 

売上高 1,991 2,320 2,253 

営業損失（△） △220 △172 △208 

計上損失（△） △224 △168 △228 

親会社に帰属する当期純損失 △256 △175 △276 

１株当たり当期純損失 △5.46 △3.31 △4.36 

１株当たり配当金 － － － 

 

４．日程 

（１）取締役会決議 2025年７月 28 日 

（２）契約締結日 2025年７月 28 日 

（３）事業開始日 2025年７月 28 日（予定） 

 

５．今後の見通し 

 本件による当社の今期の連結業績への影響は軽微でありますが、将来にわたって当社グループの業績

向上に資するものと考えております。今後当社グループの業績に大きな影響が認められる場合には速や

かにお知らせいたします。 

 

 

以 上 


